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災害廃棄物と持続可能性

2024（令和6）年12月17日

国立環境研究所 フェロー

大迫 政浩

SDGs国際フォーラム2024 気候変動×防災
気候危機時代の防災・復興の新たな展開 〜災害廃棄物の観点から〜



自己紹介
1963年 鹿児島県生まれ

2011～2024年3月まで国立環境
研究所資源循環領域長、現在
フェロー

専門は、資源循環・廃棄物管
理、工学博士（京都大学・衛
生工学）

資源循環・廃棄物分野全般を
研究、原発事故以降は、放射
能による環境汚染からの回復
に関する研究に従事

廃棄物資源循環学会 前会長
環境放射能除染学会 理事長 1



能登半島地震災害における建物被害の様子（７月下旬調査）
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災害廃棄物の一次仮置場の様子（７月下旬調査時、珠洲市）
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建物被害・災害がれき仮置場の様子（11月中旬調査）
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災害がれき仮置場の様子（11月中旬調査）
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【本講演の話の流れ】

１）近年の自然災害と災害廃棄物の発生

２）災害廃棄物処理の流れと基本方針

３）災害廃棄物の性状と処理

４）災害廃棄物処理の実施体制

１．災害廃棄物処理の要諦

２．将来への備え

～強靭性を備えた持続可能社会へ～

災害廃棄物対策の強化に関連した８つのケース
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自然災害と歴史
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貞観地震（869年）

東日本大震災（2011年）

安政東海地震（1854年）
安政南海地震（1854年）
安政江戸地震（1855年）
安政伊賀上野地震(1854年）

元禄地震（1703年）
宝永地震（1707年）
富士山宝永噴火（1707年）

富士山貞観噴火（864年）

関東大震災（1923年）

明治三陸津波（1896年）
濃尾地震（1891年）

昭和東南海地震（1944年）
昭和南海地震（1946年）

明治維新（1868年）

第二次世界大戦・敗戦（1945年）

近代国家へ

戦後復興・高度経済成長

21世紀の日本は？

阪神淡路大震災（1995年）

持続可能社会へ転換



近年の主要な自然災害
R6.1
R5

R4.3
R3.8
R2.7
R元.10
R元.9
R元.8
H30.9
H30.7
H29.7
H28.10

能登半島地震
能登地震（5月）梅雨前線･台風2
号,13号（6～9月）
令和4年福島沖地震
令和3年8月前線による大雨
令和2年度7月豪雨（熊本中心）
台風19号（東日本広域豪雨）
台風15号（千葉県・風害）
九州北部豪雨
北海道胆振東部地震
平成30年7月豪雨（西日本豪雨）
九州北部豪雨
鳥取地震

H28.8 平成28年台風10号

H28.4 熊本地震

H27.9 関東・東北豪雨

H26.11 長野県北部断層地震

H26.8 広島土砂災害

H26.8 平成26年8月豪雨

H25.10 伊豆大島土砂災害

H24.7 九州北部豪雨

H23.8 紀伊半島大水害

H23.3 東日本大震災

いつどこで起こって
も不思議ではない

自然災害はもはや
非日常ではない

88

１）近年の自然災害と災害廃棄物の発生
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出典：環境省

１）近年の自然災害と災害廃棄物の発生



災害廃棄物の処理
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生活ごみ、し尿の処理（避難所の対応含む）

２）災害廃棄物処理の流れと基本方針

災害廃棄物の処理は基礎自治体（市町村）の責任で行われる

発生現場 一次仮置場 二次仮置場 処理処分
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木くず→木質ボード、バイオマス発
電・セメント燃料 金属くず→金属製錬・リサイクル

布団・布類→焼却・発電

家電→リサイクル

畳→焼却・発電

ソファ・マットレス→焼却・発電

３）災害廃棄物の性状と処理（以下は主要な方法を示す）
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石膏ボード→埋立処分

廃タイヤ→セメント原燃料

塩ビ管→焼却・発電

コンクリがら・アスファルトがら
→リサイクル

スレート（石綿含有おそれ）
→フレコン詰め埋立処分

瓦→リサイクル・埋立処分



災害廃棄物の組成割合【石川県公表】

出典：令和６年能登半島地震に係る石川県災害廃棄物処理実行計画

３）災害廃棄物の性状と処理
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能登半島地震の災害廃棄物処理計画（石川県）
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出典：環境省

３）災害廃棄物の性状と処理



海上輸送・リサイクルポートを活用した広域処理

15出典：国土交通省

海上輸送

宇出津港（能登町） 飯田港（珠洲市）

姫川港（糸魚川市）：リサイクルポート

セメント工場：デンカ・明星セメント

３）災害廃棄物の性状と処理
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災害がれきの積み出し・海上輸送の様子
（７月下旬調査時、能登町宇出津港）

３）災害廃棄物の性状と処理



災害廃棄物対策に係る各主体の役割
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被災県

被災市町村

支援市町村

環境省

事業者
（産廃業、ゼネコン、

コンサル）

財政支援・技術的支援、
関連団体支援調整
（D.Waste-Net等）

人的・機材支援・
広域処理受入

処理事業受託

処理実行計画策定・事務受
託・広域処理調整等

支援県

広域処理受入調整等

処理実施主体

支援県

人的支援等

事業運営管理支援

市民・ボラン
ティア

他府省
（防衛庁・自衛隊、
国交省、農水省等）

分別搬出・一次仮
置置場搬入

４）災害廃棄物処理の実施体制
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環境省
（事務局）

自治体

要請

➢ 災害廃棄物処理実行計画の策定等に対する技術
支援

➢ 災害廃棄物の広域処理の実施スキームの構築、
処理施設での受入れ調整 等

復旧・復興対応
支援

活動支援活動支援

要請

D.Waste-Net

地域ブロック協議会

協力
要請

地方環境事務所

➢ 一次仮置場の確保・管理運営、処理困難物対応等
に関する現地支援

➢ 生活ごみやし尿、避難所ごみ、片付けごみ等の収
集・運搬、処理に関する現地支援 等

初動・応急対応
支援

災害廃棄物処理支援ネットワーク(D.Waste-Net）による支援体制

18資料提供：環境省

４）災害廃棄物処理の実施体制

※その他、環境省により設置された自治体災害経験者の人材バンクから支援者を派遣
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２．将来への備え

～強靭性を備えた持続可能社会へ～

キーコンセプト：技術システムや社会システムの持続
可能性を高め、同時に強靭性を高める

廃棄物処理
・資源循環
持続可能社会

持続可能性強靭性

フェーズフリー概念 事前復興概念



20

地域エネル
ギー拠点防災拠点

処理インフラ
（焼却施設）

災害時のｴﾈﾙｷﾞｰ
確保

脱炭素化

災害廃棄物対策の強化に関連した８つのケース

１）強靭性を備えた持続可能なシステム（処理インフラ）
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海面埋立
土地造成最終処分

処理インフラ
（埋立処分）

災害廃棄物の
最終的受皿

国土創成・
都市づくり

国立環境研究所肴倉氏提供

災害廃棄物対策の強化に関連した８つのケース

２）強靭性を備えた持続可能なシステム（処理インフラ）
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災害がれきの
大量受け入れ

平時の資源・
ｴﾈﾙｷﾞｰ循環

処理インフラ
（セメント工場・バイ
オマス発電所等）

迅速処理・
早期復興

脱炭素化・循環経済
（ｻｰｷｭﾗｰｴｺﾉﾐｰ）

筆者撮影国立環境研究所肴倉氏提供

災害廃棄物対策の強化に関連した８つのケース

３）強靭性を備えた持続可能なシステム（処理インフラ）
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耐震強化 長寿命化

建設ストック
マネジメント

天然資源
消費抑制

災害廃棄物
発生抑制

災害廃棄物対策の強化に関連した８つのケース

４）強靭性を備えた持続可能なシステム（建設ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）
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道路網整備・高規格道路

道路インフラ
マネジメント

自動走行・自動物流
道路等の基盤づくり

早期復旧・復興 経済成長・観光立
国・地域安全保
障・低炭素化

効率的な災害
廃棄物輸送

出典：国土交通省、自動物流道路関連資料より

出典：国土交通省、自動物流道路関連資料より

災害廃棄物対策の強化に関連した８つのケース

５）強靭性を備えた持続可能なシステム（道路ｲﾝﾌﾗﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）
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情報インフラ
DX化

災害ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
のDX化

廃棄物ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
のDX化

情報共有・
管理効率化

生産性向上・
人材不足解消

AI分析

OCR RPAストレージ・クラウド

ブロックチェーン

ドローン・画像分析

出典：https://www.wooms.jp/

資源循環システムズ㈱提供

筆者撮影、応用地質㈱協力

筆者撮影、応用地質㈱協力

災害廃棄物対策の強化に関連した８つのケース

６）強靭性を備えた持続可能なシステム（情報インフラDX化）



26

コミュニティ
マネジメント

片づけ・運搬
協力・支援

分別協力・高齢
者ごみ出し支援

早期復旧・
生活再建

高齢化社会にお
ける公助・共助

イラスト画像は国立環境研究所「高齢者ごみ出し支援ガイドブック」より抜粋

災害廃棄物対策の強化に関連した８つのケース

７）強靭性を備えた持続可能なシステム（ｺﾐｭﾆﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）
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災害管理計画策
定・人材育成

３R適正管理計画
策定・人材育成

人・体制づくり

災害対応
力強化

廃棄物管理
能力強化

災害廃棄物対策の強化に関連した８つのケース

８）強靭性を備えた持続可能なシステム（人・体制づくり）



大迫政浩

国立研究開発法人国立環境研究所

ご静聴 有難うございました。

平時と災害時の両方に役立つ
シームレスな対策によって、
災害時への強靭性を備えた持
続可能な資源循環・廃棄物処
理、そして持続可能な社会づ
くりが必要
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